






































































































































































シンポジウム (2010.11.24 )資料 
「大学教育としての社会学」には何が求められているのか？ 
 
問題設定 : 急速に変化する世界、八方塞がりの日本 
いま、大学と大学教育に何が求められているか？ 何が出来るのか？ 
              (キーワード : 大学教育、社会学、グローバル化) 
 
        世界              日本               日本の大学 
1969 年                 安田講堂事件 
*�年�大学への�学� １���％ 
1973 年 オイル・ショック    「モラトリアム人間」(小此木啓吾 1977) 
 『ジャパン・アズ・ナンバーワン』（エズラ・ヴォーゲル 1979) 
  1980 年代 欧米諸国の経済停滞、失業者増大 
           「ステータス・ゼロ」の若者急増 (「若者世代の没落」宮本みち子) 
           “新自由主義”の台頭 
          中国、改革開放路線へ 
1989 年 天安門事件     昭和天皇崩御、平成に改元   １８歳人口 ２００万人超 
ベルリンの壁崩壊                   *�年�大学への�学� ２��７％ 
(東欧民主化)   1990 年 「バブル崩壊」  → 経済停滞 
            1995 年 阪神・淡路大震災 
              パソコンの普及始まる 
                     1997 年 大手金融機関の破綻、リストラ本格化、デフレ経済へ 
                 1999 年                 *�年�大学への�学� �８�２％ 
インターネットの利用者増大 
「少子・高齢化」・「非婚・晩婚化」 
2001 年 「同時多発テロ」事件   小泉政権(-2006 年)   
2008 年 リーマンショック後の同時不況 
2009 年  民主党政権       １８歳人口 １２１万人 
                    *�年�大学への�学� �０�２％ 
                                        志願者に対する入学者の割合９１％ 
破綻寸前 ？ 医療・介護・年金  
大学教育は ？   
   
2010 年 新東西冷戦の前夜 ？ 
人口７０億の中での      「ガラパゴス化」？ 
「グローバリゼーション」  




















































     





1990 2000 2008 
(b)/(a) 
 
(a)   (b)  
  World 3,449 6,365 15,989 4.64  
1 Germany 410 550 1,451 3.54  
2 China 62 249 1,429 23.01  
3 U.S.A. 394 782 1,301 3.31  
4 Japan 288 479 786 2.73  
5 France 217 301 599 2.76  
6 Italy 170 240 545 3.20  
7 Netherlands 132 213 541 4.11  
8 Belgium n.a. 188 477 -  
9 Russia n.a. 106 472 -  














































































































































































































































































































































































































門は日本の若者研究です。近著は Lost in 
Transition: Youth, Work, and Instability in 
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       ( 図１ とともに、大久保幸夫『日本の雇用』2009、より引用) 
 



























































































































































































































































































































































































































社会学が役に立つ場面 【卒業生調査 自由回答から】 
 
・“社会学”とは何なのかを理解できずに卒業した思いが強く、今でも残念です。大学紛争
の時期に在学し、落ち着いて学問することは困難でした。しかし、放送局にアナウンサー
として就職し、多くの人々との出会いを得た時に、学部で学んだことが手懸かりになって
話題を拡げることができた。“ものの見方”“多面的な分析・解釈”の大枠で役立ったよう
に思う  
 
・「社会学」が直接「役に立つ」学問として意識する場面はなかったが、社会学的な見方、
考え方、判断の基準などが自分を支配していたように思う。  
 
・「社会学」という事が判らずに入学し、判ったような気分で卒業した。社会に出てから社
会学という事を意識する事は多い。具体的な経験という程度のものはないが、今になって
も誇りである。  
 
・「社会学」とは、社会全体を広く見渡す視点を学ぶ事だと理解している。社会福祉関係の
仕事をすると、当事者に対するせまい視線になりがちなため、問題、課題の背景を広くと
らえるよう注意しており、又、その視点や考え方は学生時代に学んだ  
 
・「社会学」を学んだことで世の中の流れを感じ取ることができるようになり、方向性を考
える上で間接的に役立っていると思う。卒業後の仕事が小売業であったため、一般的な若
者文化や大衆の物の考え方をつかむこと。人事という職を行ううえで、公平公正な考え方
を行う場面でも、「社会学」を通して得たものが少なからずあったように思う。  
 
・「社会学的考え方」が人生や仕事の中で役立っています。→Flexible に物事が対応できる
ことと、色々な事象の共通項から重要な事を見つけ出したり問題の解決を見つけ出すこと
がある。  
 
・「組織論」を学びましたが特に就職してしばらくの間は職場の人間関係や働きかけ、効率
化といったことを理解する助けになりました。公職についたので法学のいくつかの講義も
法令・法規の理解の助けになりました。  
 
・「農村社会学」のゼミでしたので、その内容が具体的に役立ったということはなかったか
もしれませんが、資料の分析の方法は実務、家事の中でも応用できるものだったと思いま
す。もちろん教養としては充分に役立っていますし、Ｙ先生と読み進めた古文書の読み方
は今でも覚えています。  
 
資料⑤  
